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日本の「ロマンティックな」“fairy”たち
ジェンダーで見る児童文学とライトノベルの中の
「妖精」･「フェアリー」
香 川 由紀子
1．は じ め に
本論文の目的は、西欧で生まれた超自然的存在―“fairy”―が、現代の日本にどのよう
に息づいているかを探ることにある。“fairy”は西欧の事物や概念を摂取しようとしていた
明治期の日本に降り立って以来、文学作品の翻訳、絵画や演劇、映画などを通して人々に
紹介されてきた。明治期に英学校で用いられた英語教科書(National New Reader)に載せ
られたお伽話の“fairy”を始め、大正期に翻訳されたシェイクスピア作品『テンペスト』
(The Tempest)に登場するエアリアル(Ariel)や『真夏の夜の夢』(A Midsummer Night’s
Dream)のパック(Puck)、1920 年代から翻訳や演劇を通して広まった J.M. バリ作『ピー
ター･パン』(Peter Pan)(1)のティンカー･ベル(Tinker Bell)など、軽やかで美しい西欧
の“fairy”像が日本の人々に浸透した(2)。
メディアを通して異文化が一見できるようになり、具体的なイメージをつかむことも容
易になった今、“fairy”はすっかり日本に溶け込んだばかりか、西欧の“fairy”をソースとす
る日本オリジナルの「妖精」や「フェアリー」が、絵本や児童文学、ライトノベル(3)など
の書籍を始め、アニメ、ゲームなど様々なジャンルで数多く生み出されている。日本とい
う異なる土壌、そして価値観や性役割も変化した現代に生まれた「妖精」や「フェア
リー」は、どのような姿で人々に寄り添っているだろうか。本論文では、児童文学とライ
トノベルにことばで描写される「妖精」と「フェアリー」に焦点をあて、ジェンダーの視
点からその特徴を明らかにする。
本論文の構成として、まず、アンケートにより現代の若者における“fairy”／「妖精」イ
メージを探り、次に児童文学とライトノベルの分析を行う。本論文は、ジェンダーの視点
で現代作品の“fairy”／「妖精」の役割を分析することを目的としている。分析する児童文
学やライトノベルは、若年層女性を読者ターゲットとし、女性の作者によって女性の視点
で描かれたものが多い。そこで、アンケートは女子大学生を対象に実施した。アンケート
の結果から女子大学生のもつイメージの大枠を掴み、児童文学とライトノベルにおける記
述と照らし合わせて考察する。
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2.“fairy”の印象―女子大学生が抱く“fairy”／「妖精」のイメージ―
現代の日本における“fairy”の印象とは、どのようなものであろうか。“fairy”の訳語とし
て「妖精」が定着するのは大正 4 年頃と言われているが(井村 2008：7)、現在ではこの訳
語と共に「フェアリー」というカタカナの表記もよく使用されている。様々なメディアを
通して現代の“fairy”／「妖精」に触れてきた世代は、これらの語からどのようなイメージ
を浮かべるであろうか。本章では、アンケートを通して、女子大学生が“fairy”に対して
持っているイメージの大枠を明らかにする。
アンケートは、2013 年、2014 年の 2 回に分けて行った。対象者は東京女子大学の学生
93 名(2013 年実施)と 123 名(2014 年実施)の計 216 名(2 年生から 4 年生)である。アン
ケートの内容は、代表的な 19 種の超自然的存在の絵とそれらの名称を記したリストを見
て、ステップ 1 で“fairy”／「妖精」と思うものを、ステップ 2 でその理由(複数回答可)を
選んでもらうというものである。また、“fairy”／「妖精」について抱いているイメージや
知っていることを自由に記述してもらった。
超自然的存在は明確な定義が難しい。民間信仰、神話、キリスト教が入り混じっている
うえに、シェイクスピア作品に見るように作家が創作を加えたものもあり、明確な区別は
難しい。フランスの“fée”、北欧の“elf”など地域別の呼び方もあれば、同じような性質を
持っていても呼称が違うもの、また超自然的存在の総称なのか固有名詞なのか区別しづら
いものもある。これを日本語に置き換えるとさらに複雑で、現代の我々は“fairy”を「妖
精」「フェアリー」という訳語で認識していると先に述べたが、「小人」や「魔法つかい」
などと呼んできたものたちが“fairy”に含まれるかどうかという疑問もわいてくる。そこ
でアンケートは、井村君江氏(4)のアドヴァイスを得て、性質によって西欧と日本における
超自然的存在の典型と言えるもの 19 種を選定し、イメージと共に提示した(5)。アンケー
トの結果、“fairy”／「妖精」だと思うものにチェックした人数は、表 1 のとおりであった。
日本の「ロマンティックな」“fairy”たち
― 22 ―
021_香川氏-第78巻.mcd  Page 3 16/12/02 15:51  v5.51
日本の「ロマンティックな」“fairy”たち
― 23 ―
表 1：女子大学生が“fairy”／「妖精」だと思うもの
超自然的存在の名称
2013 年
有効回答数
93(人)
2014 年
有効回答数
123(人)
計(人)
1 ティンカー・ベル(Tinker Bell) 92 123 215
2 ピクシー(Pixy) 85 84 169
3 ノーム(Gnome) 72 75 147
4 ドワーフ(Dwarf) 46 66 112
5 パック(Puck) 57 44 101
6 レプラホーン(Leprechaun) 54 35 89
7 ケラッハ・ベール(Cailleach Bheur) 53 24 77
8 シルキー(Silky) 48 22 70
9 ブラウニー(Brownie) 27 39 66
10 ゴブリン(Goblin) 19 43 62
11 ウンディーネ(Undine) 30 22 52
12 座敷わらし 15 14 29
13 マーメイド(Mermaid) 7 13 20
14 天女 10 8 18
15 河童 4 7 11
16 鬼 5 3 8
17 一つ目 4 3 7
18 天狗 5 1 6
19 山姥 2 2 4
単位(人)
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また、2013 年実施、2014 年実施の結果の上位 5 位について、“fairy”／「妖精」とみなす
理由は表 2、表 3 のように挙げられた(複数回答可)。
表 2：“fairy”／「妖精」だと思う理由(2013 年 5 月実施)
理由
超自然的
存在の名称
小さい かわいい 女性 服装
住んで
いる所
羽がある 理由なし その他
1 ティンカー･ベル 63 45 50 53 7 76 4 2
2 ピクシー 73 40 3 43 11 7 4 3
3 ノーム 62 12 0 31 6 1 3 5
4 パック 14 4 0 38 9 2 3 10
5 レプラホーン 33 22 0 28 4 0 2 4
単位(人)
表 3：“fairy”／「妖精」だと思う理由(2014 年 5 月実施)
理由
超自然的
存在の名称
小さい かわいい 女性 服装
住んで
いる所
羽がある 理由なし その他
1 ティンカー･ベル 103 78 72 67 10 95 6 2
2 ピクシー 65 31 7 19 11 19 5 6
3 ノーム 62 22 0 31 12 0 4 3
4 ドワーフ 52 7 0 20 5 0 4 2
5 パック 15 13 1 25 7 0 2 1
単位(人)
これに見るように、“fairy”／「妖精」として思い浮かべるものとしてはティンカー･ベル
が圧倒的に多い。ティンカー･ベルが登場する『ピーター･パン』の日本における受容は、
児童向け雑誌の発展に合わせて 1920 年代に小説版 Peter and Wendy の翻訳がいくつか発
刊されたのが始まりで、この頃から劇も宝塚歌劇団や劇団東童などで上演されて人気を得
た。小説版のティンカー･ベルは、厨川圭子訳(2000)によれば、「手ぐらいの大きさ」で、
「えりを四角く、大きくくった、筋だらけの枯葉っぱのガウンを上品にまとっているので」
「からだつきがほんものよりずっと美しく見える」「どっちかと言えば、ぽっちゃり型」の
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「女の子」として描かれる(51-52)(6)。「妖精なんて、ほんとに、変わり者」(134)なので、
嫉妬したり意地悪したりもするが、「妖精の粉」(12)で自由に飛び回ることができるのが何
と言っても魅力である。
実は原作におけるティンカー･ベルは、早く飛び回るために小さな光のようにしか見え
ないことになっている。日本における受容初期の劇では、見えないはずの「妖精」を宝塚
歌劇団でも劇団東童でも女優が演じ、軽やかで可愛らしい西欧の“fairy”像を伝えようと
苦心したことは想像に難くないが、ティンカー･ベルの具体的なイメージを日本の人々に
焼き付けたのは、やはり 1953 年のディズニーのアニメ映画であろう。ディズニー映画に
現れるティンカー･ベルは金色の髪をアップにし、体にぴったりした緑のドレスを着け、
背中には羽がある女の子である。少し大人っぽい体つきをした可愛い姿は、現在で
も“fairy”／「妖精」の代表となっている(7)。
そればかりか、ティンカー･ベルは今や主役となって登場している。そこでクローズ
アップされるのは「女性性」である。Peter and Wendy においてもティンカー･ベルは、
ピーターをめぐってウェンディに嫉妬するなど、「女性」としての存在感を発揮していた
が、現代のアニメの続編ではさらにそれが強調されている。照沼(2015)は以下のように述
べている。
『ティンカー･ベル』シリーズのティンクは、魅力的な妖精の国ピクシー･ホロウで、
才能に恵まれ、仲間との友情と信頼を育み、困難な冒険もこなし、時には妖精の世界
を飛び出して人間と友情も結ぶ、快活でエネルギーに満ちあふれた妖精の少女であ
る。だがひと度ピーター･パンと関わるようになると、その行き着く先は、「嫉妬」と
いうたった一つの感情でいっぱいになり、ピーターを引き止めるためなら卑劣なこと
も厭わない、「愛こそ全て」の、いわば女性のステレオタイプを表象する妖精の姿な
のだ。(71)
アンケートにおいても、ティンカー･ベルを「女性」ゆえに“fairy”／「妖精」に位置づ
ける答えが多く見られる。また自由記述欄には、“fairy”／「妖精」のイメージに対して、
「小さく、女性であり羽が生えている」、「自由に飛びまわることのできる、きれいな女の
子」、「小さくてかわいい、飛ぶ、金の粉」など、正にこうしたティンカー･ベルの特徴に
該当する記述が並んだ。“fairy”／「妖精」とみなす要件は「女の子」であることに加え、
さらに「小さくてかわいい･きれい」という外貌が大きな鍵となっていると言える。
“fairy”／「妖精」とみなすもうひとつの基準は、「西欧のもの」という点である。日本
にも超自然的存在がある。古来、畏怖され、親しまれ、人々の暮らしの中に息づいてきた
という点では“fairy”／「妖精」と同じで、中には性質が似ているものもある。しかし、ア
ンケートによれば、日本古来の超自然的存在は“fairy”／「妖精」に含めないとする意見が
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多い。「外国的」、「外国(特に欧州)の人ならざるもの」、「西洋風であること」、「日本の妖
怪(天狗や河童など)は Fairy のイメージではない」、「アジアのイメージはない」、「日本に
はいない」、「金髪」などとコメントし、明確に分ける意識が見られる。
このように現代の多くの女子学生に刷り込まれた、「外貌の美しい西欧の女性(女の子)
の妖精」のイメージは、現代に児童文学やライトノベルとしてうみだされている「妖精」
のイメージと連携しているであろうか(8)。主に「少女」を対象に書かれるこれらの作品の
妖精像からは、ジェンダー的意味を汲み取ることができるだろうか。読者の嗜好をどのよ
うに想定しているか、あるいはどのような方向に導いているかを中心に、次章からは、現
代日本に描かれる妖精を児童文学とライトノベルを通して分析する。
3. 少女を応援する妖精たち―児童文学に描かれる“fairy”―
3-1. ティンカー･ベルとパックの系譜
まず検討したのは、タイトルに「妖精」あるいは「フェアリー」が入っている児童文学
(絵本は含まない)である。「妖精」、「フェアリー」が登場するものに限り、超自然的存在
であっても「妖怪」、「魔法つかい」など、ことばが違うものは除外した。また、日本の作
品に限っており、翻訳作品は含まない。作品はシリーズになっているものも多く、人気の
高さをうかがわせるが、シリーズものもサブタイトルに「妖精」「フェアリー」が入って
いればその巻をとりあげた。
全体の特徴としては、作品の主人公が妖精ではなく、現実社会の小学校 4 年生か 5 年生
の少女に設定されているものが多い。多くの場合、妖精は主人公を助けるために存在す
る。つまり、小学校 4、5 年生の主人公の何らかの悩みに寄り添い力づける。ファンタ
ジーの世界を描くと言うよりは、現実世界の中で人間、おそらく読者と同年齢に設定した
少年少女がどのように妖精と関わっていくかが描かれると言ってよい。また主人公の小学
4、5 年生という年齢は、妖精の役割を中心に作品の傾向をパターン化してみたときに、
あらゆる点で適していることがわかる。以下に、作品を挙げて特徴を詳しく見よう。
まず妖精のイメージであるが、作品の中には、ティンカー･ベルをモデルとしているこ
とが明確であるものも多い。『お願い！フェアリー ダメ小学生、恋をする。』(2010)(以下
『お願い！フェアリー』)の妖精は、「ティンカーベルのようにブーツと羽」(14)を着け、き
らきら光っていると描写され、文字通りティンカー･ベルをなぞった妖精である。子ども
にだけ見え、時に気まぐれであるなど、性質に関してもティンカー･ベルが強く意識され
ている。「妖精めがねさしあげます」(2011,『マジカル★ストリート 4 妖精めがねさしあ
げます』所収)では、主人公の少女が出会った妖精を「小さくて、手足があって羽があっ
て―そう、映画の『ピーターパン』に出てくる〈ティンカーベル〉って妖精そっくり」
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と説明している。『フラワーカード探偵咲 花妖精、あらわる！』(2012)(以下『フラワー
カード探偵咲』)の花妖精フィルシーもまた、「てのひらの上にちょこんとのれるくらいの
サイズ」で「半とうめいな羽根があって、きらきらかがやく金色の粉をまと」い、小学 5
年生の主人公である咲にしか見えないという、ティンカー･ベルの系譜の妖精である
(55)(9)。『まほうの国の空とぶ妖精』(2010)では、「チョウチョウみたいにひらひらのはね
の空飛ぶ妖精。花のみつをすってキラキラと金色の粉をふりまいて空を飛んでいくの」(8)
と書かれる。まほうの国ではピーター･パンがブームで、おもちゃ会社の作った「妖精の
空飛ぶ粉」を体にふりかけて飛ぶのが流行という設定までされている。
一方、妖精の役割という観点から見ると、主人公の少女の危機を救うという筋書きが典
型としてある。妖精の不思議な力は主人公や状況そのものを変化させるのではなく、自信
を持たせ自分自身の価値に気づかせるアドヴァイスとして発揮される。この構図が最もわ
かりやすく描かれるのは『お願い！フェアリー』で、喘息の持病があって体格も小さく、
成績もよくなくてクラスメイトからも軽視されている小学 5 年の少女、水野いるかの前に
妖精が現れる。いるかは妖精に背中を押されて自信をつけ、演劇の台本を書きあげるとい
うストーリーである。『フラワーカード探偵咲』の花妖精も、小学 5 年生の主人公、咲に
フラワーカードでヒントを与え、失くしものを見つけさせたり、友人の悩みを解決させた
りする。コミュニケーションをとるのが下手な主人公が友人との葛藤を抱え、妖精はそれ
を支える。小学校 4、5 年生は、学校という集団生活の中で上手に人間関係を築く難しさ
の壁につき当る年齢であることが示されている。
少女に寄り添い勇気づける妖精は、ティンカー･ベル、もしくはそれに準じた美しい容
姿を持つ。そこには主人公と読者が容姿を気にし、おしゃれに関心を持ち始める年齢であ
ることも関係している。「少女の味方」、さらに言えば「少女自身の内面の声」を表象する
妖精は、ロマンティックなかわいらしい女の子の姿で描かれているのである。勇気をふ
るって内面の変身を遂げた少女を、美しい妖精の姿で表象する点では『らくだい魔女と妖
精の約束』(2010)でも同様である。主人公は、学校での成績は悪く、銀の国の王女であり
ながら金髪であることでまわりにからかわれている魔女のフウカであるが、変身を遂げる
のはフウカではなく、彼女たちを危機から救う妖精ユキである。ユキは最初「大きなぶあ
ついめがねに、みつあみできっちりとむすばれた髪」(59)の姿で不器用な少女としてフウ
カたちに同行しているが、皆を助けようとした瞬間、「ガラス細工のようなうつくしい羽」
が生えて美しい歌声を放ち、エルフであることが明らかになる(173)。「小さな花の妖精な
んかは見かけるけど、エルフはまた別」で、「ひとめ見たらだれもがそのうつくしさのと
りこになってしまう」(113)と描写され、ティンカー･ベルをしのぐほどの美しさであるこ
とがほのめかされている。
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一方、妖精を救ったり、妖精の引き起こす問題を収めたりすることで少女が成長を遂げ
るものもある。『本の妖精リブロン』(2007)(以下『リブロン』)では、田舎から都会へ転校
してきた本好きの小学 4 年生アミが、図書館でリブロンに出会う。リブロンは子どもが本
を読まなくなったために閉じ込められしまった妖精だが、アミのおかげで自由になる。ア
ミが読んでいる本に書かれたおとぎ話(10)にアミ自身が入り込み、不思議な体験をする点
では、ファンタジーの要素も濃い作品である。リブロンは「十センチにも満たない小さな
男の子」(9)で、背中の羽を閉じると本のようになる。シェイクスピアの『真夏の夜の夢』
に登場するパックのような容貌で、アミを異空間へと導く。
『マジカル少女レイナ II(2) 妖精のバレリーナ』(2010)(以下『妖精のバレリーナ』)のレ
イナは妖精と対峙する。レイナ自身が魔法使いで、伯爵令嬢でありながら、現在は日本の
小学 4 年生であり、ペットショップ「レイナ」の店長でもあるという、読者の少女の憧れ
と親近感を満足させる人物に仕立てられている(11)。この作品はマイナスイメージの性質
を持つ妖精も描かれるのが特徴的で、同シリーズの他の作品ではブッカ族との対立が描か
れたが、本作ではパックが「恋の薬」で巻き起こす騒動をレイナが解決する。『真夏の夜
の夢』のパックがモチーフとしてそのまま使われており、容貌は「身長は三十センチある
かないか。顔はまるく、ぺったりとした髪は緑色、体にぴったりとくっついたシャツもズ
ボンも、くつまで緑色」の「小さな男の子というより、小人」(33)で、やはり人々を異空
間に引きずりこみ混乱を招く。
こうして見ると、主人公に寄り添う妖精がティンカー･ベルであるとするなら、主人公
を困らせ、奮起させて問題に立ち向かわせる役割を果たす妖精を表象するのはパックであ
る。いたずら好きで混乱を招くが、憎めないという原作のパックの性質も踏襲している。
コンプレックスを克服する少女の内面の成長を美しい女性の妖精で表象し、冒険に挑み問
題を解決する少女の成長を男の子の妖精で表象している。ここには「静」の女性と「動」
の男性という従来のステレオタイプが浮かび上がってくる。
3-2. 家内仕事を司る妖精たち
妖精が主人公を救うという筋書きの中でも顕著な特徴として見られるのが、家族(主に
祖父母)から家業を引き継ぐ主人公を支える妖精のストーリーが多いことである。その仕
事はケーキ作り、パン作り、料理、ぼうし作りといった屋内での仕事に集中している。生
命保険会社が幼児や小学生 1100 人を対象に「大人になったらなりたいもの」を調査した
結果では、女の子の 1 位は「食べ物屋さん」であった(12)。その中でもパティシエが最も
人気の高い職業であり、こうした風潮を反映していると言える。その一方で、これらは家
庭内の女性の仕事とみなされてきた仕事でもあることに注目したい。ジェンダー意識に深
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く関わる職業であることを念頭において、内容を見よう。
『みならい妖精モモ ふしぎなパイづくり』(2002)は、祖母の仕事を受け継ぎ、妖精たち
の祭りの準備を手伝うモモの姿が描かれる。ここに登場するのは「バレリーナがきるよう
な」服とブーツを身に着け、背中に「すきとおるようなピンクの羽」(11)のある美しい妖
精たちで、興味深いのは、妖精の世界にいるにはモモも妖精の姿にならなくてはいけない
とされていることである。そのためモモは「うすいピンクのふくに、キラキラひかるタイ
ツとブーツ。せなかには、すきとおるようなピンクの羽」(22)という、いかにも「女の子
らしい」姿に変わり、アップルパイを焼き上げて皆を喜ばせる。
『妖精のぼうし、おゆずりします。』(2011)では、主人公ミユは、おばからドールハウス
の店を受け継いでいる。その中の帽子屋に飾る帽子を何にするか思案していると、妖精パ
ピーから手紙が届き、妖精仲間の結婚式用のウェディングベールにお祝いの刺繍をする集
まりに参加することになる。
「このししゅうは、全部以前にこのベールをかぶったはなよめたちをいわうために
されたものなのよ、ミユ。おいわいのきもちをこめて、みんなでひとつのお花のし
しゅうをするのが、むかしからのきまりなの」(46)
手仕事は修養の面においても古来女性に課されてきたものであるが、このような集まり
も女性特有のもので、19 世紀半ばのイギリスやアメリカの開拓地で実際に盛んに行われ
ていた。ソーイング･ビー、キルティング･ビーなどと呼ばれ、安らぎの家庭づくりという
同じ役割を担った女性どうし、情報を交換し、絆を深める場であった。ミユたちは「ベー
ルをかこみ、楽しいおしゃべりをしたり、お茶をのんだりしながら、ししゅうを一針ぬっ
ては、となりの人にベールを手わたしていく」(50)作業をするが、おしゃべりをしながら
花嫁のために縫物をすることは正にソーイング･ビー、キルティング･ビーの主目的であっ
た。女性特有の文化を伝え、「女性らしさ」を強調するこの作品に登場する妖精が、ドレ
スとリボン、そして羽をつけた美しい容姿をもつことは言うまでもない。そしてロマン
ティックな妖精のイメージは、読者少女たちの結婚に対するロマンティックな夢を掻きた
てることも想像に難くない。
「妖精のプリンセス」(2012,『マジカル★ストリート 9 妖精のプリンセス』所収)では、
少女たちの憧れを想定したシンデレラストーリーそのものを、妖精を主人公にして描いて
いる。妖精学校で妖精のプリンスの 4 人の花嫁候補たちが料理の腕を競い合う。長雨で道
が崩れ食料が届かなくなったとき、土の精モアだけが愚痴もこぼさず、きのこで料理を作
り最後の一人に行き渡るまで気を配る。結果としてモアが花嫁に選ばれるが、ここまで傍
で何かと助けてくれた若者キースが実はプリンスであったことがわかり、モアは「プリン
スがやさしいキースなら、安心して花嫁になれる」(20)と安心する。作品の中では、妖精
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なら持っているはずの不思議な力はどこにも発揮されない。読者を異空間に導くこともな
い。女性の美徳としての家事能力と優しさを備えたものこそが理想の結婚で幸せを勝ち取
る、といった昔ながらの価値観が未だ健在で、妖精はロマンティシズムの表象となってい
るのみである。
一方で、お菓子づくり、料理という同様のテーマを扱っていても、現代社会の問題を背
景にし、ファンタジーとユーモアは盛り込むがロマンティシズムは排除している作品もあ
る。『おばけ美術館 2 妖精ケーキはミステリー!?』(2007)(以下『妖精ケーキはミステ
リー!?』)では、子どもにだけ見える「幽霊」や「おばけ」が騒動を起こし、主人公まひる
がそれを収めるストーリーである。まひるの友人、ゆずの周辺に怪しげな存在が現れ、一
同が謎の解明に乗り出すと、それはゆずのケーキ作りを手伝う「妖精」であった。洋菓子
屋を営むゆずの家庭には、ケーキを焼くのが上手だった父が離婚して家を出て行ったとい
う事情がある。ゆずは、母も家を出て行ってしまうのではないかと恐れ、自分がケーキを
上手に焼ければ母との暮らしが続けられると考えて妖精の力を借りてケーキを焼いていた
のである。また『妖精のパン屋さん』(2014)と続編の『妖精のロールパン』(2015)では、体
調を崩してパンが作れなくなった祖父に代わり、小学 4 年生の小麦がパンを作ることを決
心する。酵母を育てるのに苦労している小麦のもとに妖精が現れる。
これらの作品には、離婚や高齢化(店主の娘―息子ではなく娘である点にも注目した
い―はたいていキャリアウーマンで跡を継ぐ気はないため、孫の出番となる)など、現
代社会の問題がもりこまれる。興味深いことに、こうした作品に美しい妖精は現れない。
小麦のもとに現れる妖精は、虫と間違えるくらいの大きさで、薄いピンク色をし、頭はレ
モンの形、背中に羽根があり、触覚と金の粉を持つ。仕事を手伝ってくれるわけではな
く、「あぶくがはじけるような、軽い音」(80)でヒントをくれるだけである。『妖精ケーキ
はミステリー!?』の妖精にいたっては、「おじさん」で、「茶色のとんがりぼうしをかぶっ
て、うすよごれたエプロンをして」おり、「からだはよちよち歩きのあかちゃんぐらい」
で「からだのわりに頭が大きくて顔にぽつぽつほくろがめだつ」(100)。
『妖精ケーキはミステリー!?』の妖精は、家事の手伝いをするブラウニーという気のい
い妖精であることが判明する。まひるたちはこれが妖精であることに驚き「妖精って、せ
なかに羽のある女の子だよね」、「花びらのドレスを着てるんだ」、「光の粉をまきちらしな
がらとぶんだよ」(103)と言い、作品中でも、いかにヴィクトリア朝的妖精が一般的な妖精
のイメージとして定着しているかがほのめかされている。しかし、本来、西欧に伝わる家
事―料理や手仕事―をする妖精はたいてい男で、それも醜い容姿である。家の暗い片
隅に棲み、家事の手伝いをするゴブリン、温和で親しみやすく 1 杯のミルクと引き換えに
家事をしてくれるブラウニー、召使の仕事をしてくれるホブゴブリンなどは皆、毛むく
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じゃら、皺の寄った顔とされる。糸紡ぎを司るハベトロットは女性だが、ひどく醜い老婆
の姿で描かれる。『妖精ケーキはミステリー!?』に登場するブラウニーこそが、民間伝承
の家事妖精の正しい姿なのである。
だが、そうした知識がなければ、ケーキ作りや料理にはかわいくてロマンティックな妖
精が付き添うのが当然と考えがちである。これは家庭内の仕事は女性の性役割として位置
づけられるようになり、「家事を担うもの」に対して我々は女性、それもよき妻、母の姿
を重ねるようになったこととも関係している。19 世紀の産業化を境に、家庭は女性の領
域と化したと言われているが、この時期のイギリスの理想の女性像を示すのに〈Angel in
the House〉という言葉がある。「天使」としての妻は、趣味よく美しく家を調え、家庭生
活を居心地よいものにし、幸福に導くことが求められた。先の作品で妖精がプリンセスを
目指して家事に励む姿などは、これを彷彿とさせる。そして家事を上手にこなす女性のイ
メージの先には、結婚へのロマンティックな夢までもが見えてくる。このようなロマン
ティックな夢を描く場合には、醜いブラウニーでなく、「天使」のようなかわいらしい女
の子の妖精を傍に置くのがふさわしいのであろう(13)。
3-3. 多様化する妖精
現代の児童文学においては、ティンカー･ベル的妖精がロマンティシズムを表象して読
者の少女たちの心をつかむように仕向けられている。その一方で、これまで見てきた作品
の中だけでもエルフ、フィー、ブッカなど、民間伝承の妖精たちの名が意外にも多くちり
ばめられていることに気づく。
実は最近の児童文学は、日本では注目されてこなかった西欧の民間信仰の妖精たちにつ
いての知識を得る場ともなりつつある。1990 年代にもこれらを登場させた作品は出版さ
れていた。『ぞくぞく村の小鬼のゴブリン』(1991)は、ゴブリンとおかみさんが 7 人の赤
ちゃんの世話に奮闘する話である。ただし、ミイラ、魔女、おばけなどが「ぞくぞく」登
場するこのシリーズでは、ゴブリンの名称は登場しても民間伝承のゴブリンの特徴が紹介
されているわけではない(14)。また『さようなら、妖精アッチー』(1992)では、つりあがっ
た目に長い耳をもち、だぶだぶのマントを着た魔女のような妖精が現れる。主人公ルミが
『妖精事典』で調べ、これがレプラホーンに似ていることを発見する。ただし一般的にレ
プラホーンは靴を作る男性の妖精であるとされているのに対して、本作品の妖精アッチー
は老婆のようで編み物好きとなっている。
2000 年に入ってからは、「妖精」、「フェアリー」がタイトルに入る作品の中に、民間信
仰の妖精の名や性質が見られるようになるとともに、妖精といえばティンカー･ベルとい
う固定観念に焦点をあてた作品も出ている。例えば『妖精ピリリとの三日間』(2009)では、
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特定の民間伝承の妖精がモデルとして登場するわけではないが、「かわいい妖精よりも、
めずらしい蛾と友だちになりたいタイプ」(4)のサヤコを主人公に据えている。「十五セン
チくらいのきれいな女の子で、羽根が生えてて、全身が光ってる」(12)妖精が町に現れる
という噂が広まり、他の人にはそれが『ピーター･パン』に出てくるような妖精に見える
のだが、サヤコにはセミのような姿に見える。しかし、サヤコは「これはうれしい。ティ
ンカー･ベルよりうれしい」と喜ぶ。必ずしも少女はかわいらしいものが好きなわけでは
ないことが描かれた、他と一線を画する作品となっている。
「かわいい」とは言い難い妖精が描かれるようになった背景には、やはり、2000 年頃を
境に『ハリー･ポッター』シリーズが登場し、『指輪物語』の映画が製作されたことによ
り、一種のファンタジー･ブームが起きたことがあるだろう。映画は超自然的存在を視覚
的に焼きつけ、活字を読まない者たちもファンとして取り込むという二つの役割を果たし
た。『ハリー･ポッター』にはゴブリン、トロール、ピクシーなど様々な妖精が、『指輪物
語』にはドワーフが登場するが、どれもティンカー･ベルの要素は微塵も持ち合わせない。
中でも「屋敷しもべ妖精」と訳された『ハリー･ポッター』シリーズのハウスエルフ、ド
ビーは、映像では大きな耳とぎょろぎょろした目を持つしわだらけの茶色い生き物として
現れ、「妖精はティンカー･ベルのようにかわいらしいものである」という思い込みが根本
から覆される容貌となっている。この作品が大変な人気を得て、西欧の妖精の恐ろしさや
醜さなど暗面をありのまま描くことを解禁するきっかけとなったのではないだろうか。
とは言え、日本における作品の傾向が全面的に転換されたわけではない。ロマンティシ
ズムを維持しながらも、民間伝承の妖精についての情報を含むものが多い。『魔法の庭も
のがたり 9 フェアリーたちの魔法の夜』(2011)の主人公ジャレットは、ハーブ魔女ト
パーズの遺産を相続した人間の少女で、人々の注文に合わせてハーブを調合している。
ミッドサマーの祭りのキャンドル作りと、妖精の傷ついた羽を治す薬の調合を依頼された
ことから、妖精との交流と信頼が築かれていくストーリーであるが、民間伝承では妖精は
薬草を用いて薬を作ると言われており、妖精のこうした特徴を紹介する作品となっている。
また、「ミッドサマーの日が近づいてくると、妖精の世界と人間の世界をつないでいると
びらがひらくっていういいつたえを知ってる？ だから、ミッドサマーに妖精を見たって
いう人がたくさんいるんですって」(14)と語られるが、これも妖精を見る方法として言い
伝えられてきたことである。妖精が輪になって踊った後だと言われている草の上の白い
輪、フェアリー･リングも登場させている(35)。
また「ミッドサマーの夜に七種類の花をつんで、その花たばをまくらの下にしいてねむ
ると、しょうらい結婚する男性が夢にあらわれるっていういいつたえ」(15)を紹介するな
ど、民間伝承の中でも読者の少女たちが好みそうな題材を選んでいることが読み取れる。
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実生活における少女たちのきれいなもの、かわいいものへの興味に結び付け、巻末では
「ジャレットのハーブレッスン」として、ハーブキャンドルの飾り方やハーブをエッセン
シャルオイルに用いる方法も紹介している。少女たちが妖精に求めるものはやはりかわい
くロマンティックなものである、という考えは引き継がれているのである。
4. フェアリー･ストーリーが描く恋愛―ライトノベルに描かれる“fairy”―
この傾向がさらに強まるのがライトノベルである。「妖精」、「フェアリー」をタイトル
に冠したライトノベルは、民間伝承に関する非常に多くの事項を作品の中にもりこんでい
る。『横濱妖精探偵社 隣人さんは賑やかに踊る』(2015)では、ティンカー･ベルを「妖精
ピクシー
」
と呼び(34)、イエイツの分類に基づく妖精の種類や(70)、「取り換え児
チ ェ ン ジ リ ン グ
」(216)についても
言及している。2004 年から始まり 2013 年に全 33 作で完結した『伯爵と妖精』シリーズ
では、ケルピー(スコットランドの民間伝承にある馬の姿の水の精)、ハベトロット、コブ
ラナイ(コブリン、鉱山妖精)といった様々な妖精のほか、フェアリー･マーケットや、妖
精の力を失わせるために名前をあてるという習慣なども描かれる。また『妖精国の恋人』
3 巻シリーズ(2014)では、レプラホーンやメローなどの妖精が登場するほか、妖精に会っ
て帰れなくなってしまった子どもが物語の鍵となっている。物語の核心に触れる部分に、
民間伝承の妖精に関する著者の深い知識が表れているのである。ライトノベルは、妖精に
まつわる事項から連想される西欧への憧憬と女性性を抽出して恋愛小説に仕立てていると
言ってもよい(15)。では物語の軸となっている恋愛はどのように描かれ、妖精はそこにど
のように関わっているだろうか。
児童文学は主人公を小学生に設定にし、彼女たちに妖精を寄り添わせる形をとってい
た。多くの作品には主人公の友人との葛藤に加え、クラスメイトや上級生に抱く恋の悩み
が描かれている。異性を意識し始める年齢である小学校 4、5 年生を主人公の年齢に設定
する意味はここにもある。これらの主人公が恋する少年の容姿は非常に美しい。「すらっ
と手足が長くて、さらさらっとした髪が肩までかかった、かなりかっこいい男の子」であ
り(『リブロン』25)、「日にやけたはだが小麦色で、髪も茶色っぽくてクール」な男の子で
あり(『まほうの国の空とぶ妖精』48)、「外国人みたいに色が白くて、茶色くすきとおった
目をしている」男の子である(『妖精のパン屋さん』24)。「すきとおるように白い肌をし
て」「ギリシャの彫刻のように整った顔」を持つイギリス人の場合もある(『妖精のバレ
リーナ』14-15)。いずれも、容姿に西欧らしさがにじむのが印象的である。それはおとぎ
話の王子をも連想させる。
このような西欧志向、シンデレラストーリー的筋書きは、ライトノベルでは非常に顕著
になる。舞台はたいてい西欧に設定されている。『伯爵と妖精』シリーズの 妖精博士
フェアリードクター
リ
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ディアと伯爵エドガー、『妖精国の恋人』シリーズの大農場の娘ケイトリンと王国の第二
王子エリス、『ドールハウスの妖精』(2014)のドールハウス職人テレーゼと大富豪の跡取り
イェルクなどの組み合わせに見るように、主人公が恋に落ちる相手は、身分の高い、ある
いは裕福な、容姿の美しい青年である。
主人公は妖精を見ることができる点で共通している。『伯爵と妖精』シリーズでは、主
人公は 妖精博士
フェアリードクター
である。フェアリー･ドクターとは、スコットランドやアイルランドなど
で妖精の知識によって人々の悩みや病気を治してきた女性を指す。『妖精国の恋人』シ
リーズのケイトリンもまた、馬の気持ちが誰よりもわかる不思議な娘で、妖精を見ること
ができる。『ドールハウスの妖精』のテレーゼもドールハウスにノームを住まわせている。
妖精が見えるという、通常なら異端として排除されかねない不思議な才能は何を表象す
るだろうか。これらの作品では、妖精や動物を理解し自然に親しむ女性は、相手がどのよ
うな対象であれ気持ちを思いやることのできる心優しい女性として描かれ、青年の心をひ
きつける。またその才能は、困難に陥った青年の運命を切り開く鍵となっている。自然に
ついての知識が深く、他の人には見えないものを見、受け入れることのできる女性は、つ
まり、勇敢で、人を、とりわけ男性を包みこむイメージで伝えられるのである。
児童文学の『お願い！フェアリー』に、フェアリーが主人公の少女に「恋愛の極意」を
教える場面がある。
「男の子には大きな心で接すること」(201)
そんなことは無理だという主人公に対し、
「だいじょうぶ。ひとをつつむこころが持てない女の子はいないから」(202)
「うそじゃない。女の子は男の子をつつみこむために生まれてきたの」(202)
と力づける。児童文学においてこのように明確に女性性を表現しているのに驚くが、読者
が最も関心を示す箇所でもあるだろう。そしてライトノベルでは一貫してこのような女性
の姿、つまり、男性を抱擁し幸せをつかむ女性像が主人公として描かれている。
さらにもうひとつ、ライトノベルに特有のパターンで、妖精自身が恋の相手になるもの
がある。2010 年から 2015 年に全 17 巻が刊行された『シュガーアップル･フェアリーテイ
ル』シリーズでは、主人公アンは銀砂糖師(王家から認められた特別な砂糖菓子職人)で、
妖精の寿命を延ばす菓子を作る。恋する相手の命を救う鍵を握る点では、主人公の役割は
先の三作と変わりない。しかし妖精の設定が全く異なり、「愛玩妖精」「戦士妖精」などに
分けられ商人に売買される対象として描かれる。アンは用心棒にするため仕方なく戦士妖
精シャルを買うが、対等関係を結ぶことを望んでいる。そして次第に信頼関係を築いてい
くという筋立てである。
これまでかわいらしい女の子のイメージを与え続けてきた妖精は、ここで男性、それも
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強く美しい魅力的な若者となって登場する。この傾向は、『伯爵と妖精』シリーズでケル
ピーが美しい青年として描かれるなど、ライトノベルの他の作品にも見られる。青年で
あっても妖精の特徴となるのはやはり美しい羽である。これは命を左右するものにもなっ
ている。先のパターンと同様に、主人公は共に戦う勇敢さを見せ、傷ついた妖精を救う。
つまり男性を包み込む女性として描かれる。しかし同時に、ここでは戦士妖精である美し
く強い男性に守られる立場でもある。男性の庇護を待つだけの昔のヒロイン像は姿を消
し、今や女性も、男性を包み込む優しさと共に戦う勇敢さをもって自ら相手を助けたいと
思うようになった。しかし、強く美しい男性に守られたいという願望が消え去ったわけで
はない。そのような女性読者の心を想定し、ふたつの願望を共に満たす物語を、強く美し
い男性の妖精を登場させることによって作り上げているのである。
5. まとめ―日本の「かわいい」文化と妖精―
本論文では、児童文学とライトノベルにおける日本の“fairy”／「妖精」像を探ってき
た。以下に結果をまとめ、考察を補足しておきたい。
近年、男女の性役割に対する意識は、大きく変わった。料理(16)や裁縫などが女性向き
と考えられた時代は過ぎ、職業に限らず趣味としても男女に楽しまれるものとなったと言
われる。作品の中でも、「物静かで、どこにでもいるような男の子だけど、家庭科で手芸
の時間になると、おとな顔負けの作品をつくるんだ。男の子なのに、すごいよね」(『お願
い！フェアリー』141)というように、「手芸くん」と呼ばれる少年が登場し、「男の子なの
に」という但し書きはつくものの、クラスの中でごく普通に受け入れられる様子が描かれ
る。また、主人公は少女が圧倒的に多いものの、『妖精アンナとぼくの料理レッスン』
(2008)に見るように、料理をする少年を主人公に据えた作品も皆無ではない。しかし、
「妖精」、「フェアリー」を扱う作品の多くが、従来の女性のステレオタイプをにじませる
ものであるとともに、シンデレラストーリーにかわいらしくロマンティックな外貌の妖精
を絡めて、むしろ積極的に女性性を打ち出している感は否めない。フェアリー･ストー
リーの中のフェアリー／妖精は、本来の性質や特徴を超えてロマンティシズムの表象と
なっているものさえある。とりわけ児童向けの作品には、フェアリーがガイドする「ラブ
チャート」や「ファッション講座」などが巻末やコラムにつけられているものも多く、さ
らに、ストーリーは語られず、妖精をキャラクター化してファッションや趣味を紹介した
『キャンディ★フェアリー 妖精ガールのすてきなひみつ 100』(2013)のようなハンドブッ
クまでも出版されている。社会においてジェンダー意識が変化したと言っても、かわいい
もの、ロマンティックなものを求める少女たちを想定した作品作りは変わりなく続いている。
作品中には、民間伝承における様々な妖精の特徴も描かれるようになっている。悪の性
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質を持つものも描かれるようになり、紹介される妖精は多様化している。しかし、ここで
も主要な妖精の外貌は美しく描かれる。
この外貌の美しさに対する意識は、ロマンティックな西欧への憧憬が入り混じった非常
に日本的な意識だと言えるだろう。日本古来のものとは区別して、新しく取り入れた西欧
のものに明るさと軽やかさを期待する。それは日本人がイメージする妖精の小さな体に、
空を飛ぶ羽に、あるいは主人公が恋する少年の茶色のさらさらした髪に表現されている。
多くの日本人にとって空を飛ぶための「透き通る美しい羽」が妖精の象徴となっている
が、そこにさらに「強さ」という男性性が付加されて、ライトノベルの中に少女にとって
の新たな理想の妖精像が生み出されていったと言えよう。
これに加えて、キャラクター文化に代表される日本の「かわいい」ものに対する特有の
意識とも関連しているようである。日本人の「かわいい」と感じる意識については、四方
田(2006)が詳しく論じている。その中に次のような一節がある。
日本のアニメーションは「かわいい」をめぐって、それなりにハイブロウで複雑な
探求を続けてきた。押井守の『攻殻機動隊』以降のアニメ作品は哲学的言説の積み重
ねから、崇高さと「かわいい」という、西欧の美学では論理的に相容れない二つの美
学の統合を実験的に目指している。また宮崎駿はノスタルジアに満ちた舞台装置に少
女を配することで、「かわいい」を国民文化として謳い上げることに忙しい。そうし
た状況のなかでポケモンは、もっとも低い水準に焦点を定めることで、巨大な産業を
構築するようになったのである。(175-6)
崇高さと「かわいい」を統合させると言えば、本来は畏怖すべき存在をかわいらしいも
のとして描いた日本の妖精ほどこれに当てはまるものはない。四方田はまた「小さな物、
どこかしら懐かしく、また幼げなる物」(18)を「かわいい」とする日本文化を論じてい
る。“fairy”は小さいものが多く、昔から人々の生活を見守ってきたものであるが、こうし
た小さいもの、懐かしいものに対する感情を「かわいい」ということばに凝縮する感性
が、西欧への憧憬を交えながら今日の日本の妖精を作りだしてきた。さらには「キモカワ
イイ」ということばの出現が示すように、不気味で、美しいとは言いがたいものまでも、
キャラクター化することで「かわいい」ものにしてきたのである。
ポケモンにはピクシーが登場し、ゴブリンやノームもロールプレイングゲームのキャラ
クターとして登場する。再びアンケートを振り返ると、女子大学生がピクシーやノーム
を“fairy”／「妖精」とみなしている結果が見られる。これは先に述べたように『ハリー･
ポッター』シリーズの登場が大きな要因となっているだろうが、ゲームキャラクターの発
達とも無関係ではあるまい。このようなキャラクター化が、多様な妖精の名をかわいい容
貌で印象付け、知らしめる役割を果たしてきたとも言えるだろう。
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注
(1) 著者は Peter の登場する作品を 4 作執筆しているが、日本で人気を博したのは、戯曲
Peter Pan(1904)と、これを物語として書き直した Peter and Wendy(1911)の内容を翻訳し
たものである。本稿では『ピーター･パン』と表記するが、引用文献における表記が異な
る場合はそれに従う。
(2)「ピーター･パン」の日本における受容については拙稿「河井鞠子訳『ピーターパン物語』
に見る日本少女文化」『児童文学論叢』9(日本児童文学学会中部支部，2003，pp.13-25)、
近代日本における西欧の“fairy”ついては「近代における“fairy”の翻訳と受容―日本の人々
の“fairy”受容におけるラフカディオ･ハーンの影響」『Tinker Bell』60(日本イギリス児童
文学会，2015，pp.15-28)で詳しく述べている。
(3) 本稿ではライトノベルを、文庫本の判型で表紙や挿絵にアニメ調のイラストを使用してい
るものとし、コバルト文庫、角川ビーンズ文庫、ビーズログ文庫、富士見 L 文庫などを対
象とした。
(4) 日本における妖精学の第一人者として、『妖精学入門』(講談社現代新書，1998)、『妖精学
大全』(東京書籍，2008)など多くの著書がある。
(5) アンケートは Mihoko Tanaka and Yukiko Kagawa, Are they fairies?: The changing image
of ‘fairies’, poster presentation at International Board on Books for Young People, August
24-25, 2012 でのポスター発表に際して作成したものを、本研究にあたって日本語に翻訳
し、使用した。
(6) 原文では、“a girl called Tinker Bell exquisitely gowned in a skeleton leaf, cut low and
square, through which her figure could be seen to the best advantage. She was slightly
inclined to embonpoint.”(88)となっている。
(7) アニメや絵本、キャラクターグッズなどを通してディズニーが作り上げてきたティン
カー･ベルのみでなく、児童文学や演劇などを含めたティンカー･ベル全体のイメージにつ
いての回答を得たかったため、アンケートで提示する絵には、井村君江氏のアドヴァイス
により、ディズニーのものを使用しなかった。
(8)「妖精」、「フェアリー」をタイトルに含む児童文学やライトノベルを検索し、可能な限り
網羅的に検討した。ほとんどが 2007 年から 2015 年に出版されている。1 章でアンケート
の対象としている学生がちょうど読者対象年齢として少女時代を過ごした時期か、それ以
降に書かれた作品となる。彼女たちのイメージが作品に引き継がれているか否かを考察す
るうえで適していると考える。
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(9) 妖精イコールかわいらしい西欧の女の子というイメージを後押しした妖精としては、もう
ひとつ 1920 年代にシシリー･メアリー･バーカーが描いた「花の妖精」シリーズが挙げら
れる。日本でも 1970 年代にカードとしてチョコレートに封入され人気を得た(田中
(2014))。主人公の少女が花守り人となることを描いた「妖精めがねさしあげます」や、
『フラワーカード探偵咲』の花妖精は、バーカーの「花の妖精」を意識しているとも言え
よう。いずれにしても、ティンカー･ベル、「花の妖精」共に、美しい羽をもちロマン
ティックで愛らしい「ヴィクトリア朝的妖精」である。
(10) アンデルセンの『火うち箱』をモチーフとしたおとぎ話であることが著者によって明記さ
れている。
(11) 第一生命保険が幼児や小学生 1100 人を対象に「大人になったらなりたいもの」を調査し
た結果では、女の子の 7 位に「ペット屋さん」が入っている。(中日新聞 2016.1.8 朝刊
「大人になったらなりたいものランキング」)
(12) 第一生命保険調べ「大人になったらなりたいものランキング」(中日新聞 2016.1.8 朝刊)
(13) 美しい妖精が少女のロマンティックな夢を象徴し、醜い妖精が現実的な家庭の問題を象徴
する傾向は見られるが、無論すべてがそうだというわけではない。検討した中で『妖精ア
ンナとぼくの料理レッスン』(2008)は、唯一、主人公を少年に据えた作品であるが、祖母
の食堂を手伝う筋立てに、「白いエプロンとコックぼう(といっても本が古いからうす茶色
い)に、服は赤やオレンジや茶色や、いろんな色がまじったチェックのふわふわしたワン
ピース」(44)というかわいらしい女の子の妖精が配されている。
(14) 同シリーズに『ぞくぞく村の妖精レロレロ』(1995)もある。
(15) 中には、『妖精令嬢
レディ･フェイ
の恋のからさわぎ』(2015)のように、女主人公の気まぐれな性格のみを
指して「妖精」としているものもある。しかし、ここでも“fairy”でなくフランス語
の“fée”を用いるなど、多様化が見られる。
(16)「大人になったらなりたいものランキング」(中日新聞 2016.1.8 朝刊)では「食べ物屋さん」
は男の子の 7 位である。
[淑明女子大学校助教授(比較文化･言語教育) 2012～14 年度総合研究 27(日英における
比較表象研究―“fairy”を中心とする超自然的な存在をめぐって―)学外研究員〕
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